
「
見
徳

炊
夢
」

l乙

てコ

し、

目

次

序第
一
章
喜
三
二
と
春
町
の
交
友

第
二
章
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」

第
一
節
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
「
郡
部
」
・
「
辰
巳
之

園
」
に
つ
い
て

第
二
節
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
つ

い
て

「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」

第
三
章

結

論
序

黄
表
紙
と
は
、
江
戸
時
代
草
双
紙
と
呼
ば
れ
た
一
連
の
文
学
の
一
時
期
の
呼

び
名
で
あ
り
、
赤
本
・
黒
本
の
系
統
を
引
き
、
次
に
合
巻
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
江
戸
根
生
い
の
小
説
で
あ
る
。
一
般
に
は
安
永
四
年
恋
川
春
町
商
作
「
金
々

先
生
栄
花
夢
」
か
ら
文
化
三
年
蹄
斎
北
馬
作
「
虚
気
早
替
三
」
ま
で
の
約
二
十

二
年
間
の
作
品
を
い
う
。

と
こ
で
は
、
黄
表
紙
作
品
と
し
て
は
比
較
的
初
期
の
も
の
に
属
す
る
喜
三
二

作
「
見
徳
一
炊
夢
」
を
取
り
上
げ
、
黄
表
紙
第
一
作
と
し
て
知
ら
れ
る
春
町
の

て

1工

－怜

子

崎

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
か
ら
如
何
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
中
心
に
し

て
、
喜
三
二
が
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
描
い
た
世
界
を
と
ら
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。
そ
れ
に
際
し
て
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
成
立
に
関
係
の
深
い
謡
曲

「
郁
郎
」
、
酒
落
本
「
辰
巳
之
園
」
に
つ
い
て
、
又
春
町
画
作
コ
両
漫
斉
行
脚

日
記
」
と
は
何
ら
影
響
関
係
は
認
め
ら
れ
ぬ
か
ど
う
か
考
察
を
加
え
る
。

第
一
章

喜
三
二
と
春
町
の
交
友
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喜
三
二
は
秋
田
佐
竹
藩
二
十
万
五
千
八
百
石
の
江
戸
留
守
居
役
の
武
士
で
あ

っ
た
。
本
名
を
平
沢
常
富
、
通
称
平
格
（
平
角
）
と
い
い
、
後
、
剃
髪
し
て
平

荷
と
改
め
た
。
亀
山
人
、
齢
山
人
な
ど
と
も
称
し
、
狂
歌
名
を
浅
黄
裏
成
（
後

に
手
柄
岡
持
）
、
俳
名
を
雨
後
庵
月
成
、
狂
詩
で
は
韓
長
令
と
号
し
た
。
他
に

天
寿
、
道
蛇
桜
麻
阿
、
虎
耳
窟
、
明
誠
堂
等
の
号
を
持
っ
て
い
る
。
享
保
二
十

年
（
一
七
二
五
）
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら
父
の
影
響
で
芝
居
を
見
た
り
、
俳

諮
を
習
っ
た
り
、
鼓
の
稽
古
を
し
た
り
し
た
。
文
筆
活
動
は
三
十
二
才
の
時
、

「
吉
原
細
見
」
の
序
文
を
書
い
た
の
を
手
初
め
に
、
「
細
見
と
ま
り
舟
」
「
和

歌
三
鳥
に
」
等
に
執
筆
し
、
黄
表
紙
、
滑
稽
本
、
狂
歌
集
、
随
筆
に
と
彼
の
大

通
振
り
を
発
揮
し
な
が
ら
、
そ
の
多
才
さ
を
見
せ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八

八
）
「
文
式
二
道
高
石
通
」
を
著
わ
し
て
、
主
命
に
よ
っ
て
戯
作
の
筆
を
絶
た

れ
て
後
は
狂
歌
・
狂
文
を
専
ら
に
し
た
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
〉
に
七
十
九

才
で
没
し
た
が
、
そ
の
辞
世
「
死
に
た
う
て
死
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
お
年
に
は
御



不
足
な
し
と
人
ゃ
い
ふ
ら
ん
」
は
人
を
思
わ
ず
苦
笑
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、

彼
が
最
後
ま
で
狂
歌
的
態
度
を
捨
て
な
か
っ
た
事
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

一
方
春
町
は
一
万
石
の
駿
河
小
島
藩
主
松
平
丹
後
守
の
用
人
で
、
江
戸
小
石

川
春
日
町
に
住
ま
い
し
た
と
こ
ろ
か
ら
恋
川
春
町
と
号
し
た
・
別
号
を
寿
山
人

と
も
い
い
、
十
本
名
は
倉
橋
格
、
通
称
寿
平
と
い
っ
た
。
狂
歌
号
は
酒
上
不
埼
を

称
す
る
。
爾
を
鳥
石
燕
に
学
ん
だ
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
生
ま
れ
、
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
四
十
六
才
で
没
す
る
ま
で
、
安
永
・
天
明
期
を
中
心
に

二
十
余
部
の
黄
表
紙
作
品
在
遺
し
て
お
り
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
黄
表
紙
の
開
担
と
し
て
の
地
位
は
揺
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
喜
三
二
と
春
町
と
は
私
生
活
に
お
い
て
も
、
戯
作
者
仲
間
と
し
て
も
親

交
が
深
い
。
喜
三
二
の
方
が
九
才
年
上
で
何
か
と
面
倒
を
見
る
事
も
あ
っ
た
ら

し
く
、
春
町
は
喜
三
二
の
世
話
で
妻
を
迎
え
て
い
る
。

浮
世
絵
師
と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
た
春
町
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

に
喜
三
二
の
書
い
た
「
当
世
風
俗
通
」
に
そ
の
風
俗
の
挿
絵
を
か
い
た
。
こ
の

事
が
春
町
が
文
学
に
は
い
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
戯
作
の
上
で
喜
三
二

と
影
響
し
あ
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
「
当
世
風
俗
通
」
の
中

に
表
わ
れ
て
い
る
「
き
ん
き
ん
」
の
思
想
に
の
っ
と
っ
て
、
当
時
の
流
行
語
「

き
ん
き
ん
」
を
も
じ
っ
た
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
を
著
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

春
町
は
自
己
の
作
品
に
挿
絵
を
か
く
一
方
、
他
の
作
家
の
た
め
に
も
か
い
た

が
、
そ
の
大
部
分
は
喜
三
二
の
作
品
に
で
あ
っ
た
。
喜
三
二
作
春
町
商
に
な
る

黄
表
紙
は
「
自
界
峯
高
慢
男
」
「
桃
太
郎
後
日
附
」
「
親
敵
討
腹
鼓
」
「
長
生
見

度
記
」
等
が
あ
る
が
、
初
期
の
作
で
あ
る
「
桃
太
郎
後
日
附
」
や
「
親
敵
討
腹

鼓
」
等
に
春
町
が
か
い
て
い
る
事
か
ら
も
二
人
の
親
交
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

春
町
の
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
追
随
し
て
喜
コ
三
は
「
見
徳
一
炊
夢
」
を

著
わ
し
、
「
楠
無
益
委
記
」
に
対
し
て
は
「
長
生
見
度
記
」
を
か
い
て
い
る
。

又
、
「
一
角
漫
斉
行
脚
日
記
」
に
つ
い
て
、
水
野
稔
氏
が
日
本
古
典
文
学
大
系
の

解
説
で
「
喜
三
二
は
『
鼻
峯
高
慢
男
』
で
本
作
を
個
人
の
成
長
と
家
庭
教
育
に

転
じ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く
、
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
の
「
鼻

峯
高
慢
男
」
へ
の
影
響
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
喜
一
二
二
の
「
文
武
二

道
高
右
通
」
に
対
し
て
春
町
は
「
鶴
鵡
返
文
武
二
道
」
で
応
え
て
い
る
。
春
町

が
新
し
い
草
双
紙
形
態
の
黄
表
紙
を
創
作
す
る
と
、
喜
三
二
は
そ
れ
に
夢
中
に

な
り
、
春
町
の
新
し
い
試
み
に
倣
い
、
そ
の
発
展
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
太
平
記
万
八
講
釈
」
の
序
に
「
金
々
先
生
栄
花
夢
を
見
ひ
ら
き
し
よ
り

こ
の
か
た
、
絵
草
子
は
大
人
に
処
し
、
通
と
む
だ
と
隆
に
行
は
れ
て
、
実
録
世

に
用
ひ
ら
れ
ず
、
自
ら
童
蒙
ぞ
教
聡
す
べ
き
其
一
端
を
た
っ
か
弓
、
は
る
春
が

罪
の
み
恋
川
の
深
き
に
あ
ら
ず
、
予
も
又
堤
を
切
り
雨
を
ふ
ら
し
、
瀬
を
淵
と

な
す
罪
人
な
り
。
」
と
述
べ
て
、
黄
表
紙
の
発
展
と
確
立
が
、
春
町
一
人
で
な

さ
れ
た
の
で
は
な
く
自
分
も
そ
の
一
人
で
あ
る
事
を
自
負
し
、
公
言
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ηノ』

第
二
章

「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」

第

宣jJ

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
「
郎
邸
」
・
「
辰
巳
之
国
」
に
つ

い
て
、

喜
三
二
作
「
見
徳
一
炊
の
夢
任
論
じ
る
上
に
お
い
て
、
最
も
重
視
さ
れ
、
切

り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
が
森
町
の
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
で
あ
る
。

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
成

jvに
よ
っ
て
「
見
徳
一
炊
夢
」
が
生
ま
れ
た
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。



そ
こ
で
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
成
立
に
特
に
関
連
の
深
い
謡
曲
「
郎
部
」
と

酒
落
本
「
辰
巳
之
園
」
の
二
つ
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
「
金
々
先
生
栄
花

夢
」
の
中
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
又
影
響
を
与
え
て
い
る

か
を
見
て
行
き
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
を
較
べ
る
上

で
の
一
助
と
し
た
い
。

謡
曲
「
郎
郡
」
は
異
称
「
郎
部
枕
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
原
拠
は
唐
の
李

泌
の
「
枕
中
記
」
で
あ
る
が
、
謡
曲
の
直
接
の
典
拠
は
太
平
記
巻
二
十
五
「
黄
梁

夢
事
」
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
能
本

作
者
註
文
に
は
作
者
不
明
、
二
百
十
番
謡
曲
目
録
に
は
世
阿
弥
と
な
っ
て
い

る
。
謡
曲
「
部
郡
」
は
春
町
が
は
じ
め
て
用
い
て
書
い
た
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な

く
、
「
部
郡
」
に
取
材
し
た
作
品
は
、
青
本
作
家
宮
川
房
信
（
吟
雪
〕
の
「
浮

世
主
－
枕
」
「
同
町
一
四
一
否
夢
」
「
風
流
仙
人
花
饗
」
な
ど
が
あ
り
、
読
者
に
と

っ
て
既
に
馴
染
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

又
、
「
辰
巳
之
園
」
は
明
和
七
年
（
一
七
七

O
）
夢
中
散
人
寝
言
先
生
作
の

酒
落
本
で
、
深
川
の
遊
里
を
描
き
、
吉
原
を
描
い
た
「
遊
子
方
4

一
一
己
（
田
舎
老

人
多
国
爺
作
）
と
な
ら
ん
で
後
の
酒
落
本
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。

ま
ず
「
郎
部
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

代
一
今
は
む
か
し

故

郷

一

か

た

い

な

か

主

人

公

一

金

村

屋

金

兵

衛

時

萄
の
時
代

金
々
先
生
栄
花
夢

W
K
M－
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夢

の

期

間

↑

コ

一

十

年

一

一

粟

餅

一

日

の

内

一

粟五
飯十
一年
炊
間！

両
作
品
と
も
「
旅
を
思
い
立
ち
1
1
目
指
す
所
の
途
中
で
一
休
み
｜
｜
夢
を
見

る
！

l
夢
か
ら
覚
め
て
人
生
を
悟
る
」
と
い
う
大
き
な
筋
の
流
れ
は
全
く
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
春
町
は
実
に
巧
み
に
当
世
に
合
う
よ
う
に
改
作
し
、
江
戸
町

人
の
栄
華
の
夢
を
主
人
公
に
託
し
て
、
夢
と
金
と
を
追
わ
せ
て
い
る
の
で
あ

る、
次
に
「
辰
巳
之
園
」
を
み
て
み
よ
う
。
乙
れ
も
結
局
は
夢
の
中
の
出
来
事
で

あ
っ
た
と
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
誰
が
見
た
夢
な
の
か
、
主
人
公
の
士
山
厚
な
の



か
或
い
は
作
者
な
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
し
、
文
中
部
郡
の
趣
向
を
取
り
入
れ

た
と
匂
わ
す
所
は
な
い
。
典
拠
の
あ
り
そ
う
な
こ
と
ば
や
人
物
は
登
場
し
な

い
。
し
か
し
物
語
の
最
後
に
、

「
鳥
時
。
ヵ
ァ
ヵ
ァ
。
鳥
の
撃
に
、
日
は
覚
め
て
、
残
は
枕
ば
か
り
な

り
。
郡
部
は
五
拾
年
、
是
は
一
千
日
一
千
夜
の
楽
も
、
き
へ
て
跡
な
き
夢
と

な
り
に
け
り
。
」

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
郎
部
の
夢
の
古
典
ノ
に
取
材
し
た
作
品
が
多
く
出
て
い
た

当
時
に
す
れ
ば
、
こ
の
最
後
の
部
分
だ
け
で
郡
部
の
枕
の
夢
を
想
起
さ
せ
る
の

に
は
十
分
で
あ
ろ
う
し
、
序
の
「
大
阪
枕
に
楽
の
夢
は
、
庭
生
が
五
拾
年
の
夢

と
や
い
わ
む
」
「
郎
郭
と
問
じ
枕
や
花
の
夢
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
る
、

春
町
は
こ
の
酒
落
本
を
す
ば
や
く
吸
収
し
、
当
代
の
町
人
の
夢
を
織
り
込
ん

で
「
き
ん
き
ん
」
の
涜
行
語
を
持
つ
名
前
を
題
に
つ
け
た
。
そ
し
て
彼
の
繊
細

な
写
実
的
な
商
風
の
挿
絵
と
相
倹
っ
て
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
は
大
い
に
人

々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
が
酒
落
本
的
要
素
を
色
濃
く
持
っ
て
い
る
事
は
、
「
金

々
先
生
」
の
遊
興
を
遊
里
に
求
め
て
い
る
の
で
も
領
け
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

江
戸
人
の
享
楽
の
対
象
が
芝
居
と
遊
里
で
あ
っ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
極
め
て
当

然
の
ζ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
草
双
紙
に
お
い
て
は
珍
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
増
し
て
、
全
篇
を
流
れ
る
半
可
通
的
滑
稽
さ
は
酒
落
本
の
そ
れ
で
あ

る
。
金
村
屋
金
兵
衛
の
半
可
通
振
り
は
、
「
辰
巳
之
園
」
の
如
雷
の
役
割
で
あ

る
。
表
現
に
お
い
て
も
、

「
金
な
き
も
の
は
ゆ
ふ
で
く
頓
前
と
な
る
。
」

「
う
っ
ち
ゃ
っ
て
お
け
、
す
h

は
き
に
山
川
よ
ふ
と
い
っ
た
は
こ
の
こ
っ
た

あ
ろ
う
。
」

に
見
ら
れ
る
「
ゆ
ふ
で
く
」
「
頓
直
」
「
打
捨
て
置
け
煤
掃
に
は
出
る
」
等
の

乙
と
ば
は
通
言
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
流
行
語
と
し
て
「
金
々
先

生
」
の
「
き
ん
き
ん
」
や
「
：
：
：
よ
し
か
え
」
と
こ
と
ば
の
最
後
に
つ
け
た

「
よ
し
か
え
」
な
ど
が
あ
り
、
酒
落
こ
と
ば
と
し
て
、

「
そ
ろ
ば
ん
の
玉
は
づ
れ
お
、
し
こ
た
ま
山
と
出
か
け
て
」

「
あ
し
た
は
北
国
へ
い
き
山
と
お
で
か
け
な
さ
り
ま
せ
」

「
こ
れ
は
あ
り
が
た
山
の
と
ん
び
が
ら
す
。
こ
れ
お
も
っ
て
検
校
に
な
り

山
と
出
か
け
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
よ
う
に
「
：
山
」
と
続
け
た
こ
と
ば
な
ど
、
通
告
日
・
流
行
語
・
酒
落
ζ

と
ば
を
い
っ
た
類
の
も
の
も
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
は
い
ず
れ

も
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
が
「
辰
巳
之
園
」
か
ら
受
け
た
影
響
が
大
き
か
っ
た

ζ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

ハノム叩

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
注
目
を
集
め
た
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
は
、
「
部

邸
」
の
趣
向
を
承
け
て
、
そ
の
構
成
も
殆
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
は
い
え
、

人
物
や
場
所
、
内
容
な
ど
を
当
世
風
に
改
作
し
、
表
現
も
適
宜
「
部
部
」
の
文

章
の
も
じ
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

ζ

の
趣
向
を
用
い
る
発
想
は
「
辰
巳
之

園
」
か
ら
示
唆
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
「
辰
巳
之
園
」
か
ら
受

け
た
酒
落
本
的
特
質
は
、
主
人
公
の
半
可
通
的
な
滑
稽
な
言
動
の
中
に
、
通
言

・
流
行
語
・
酒
落
こ
と
ば
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
会
話
の
や
り
と
り
に
、

又
「
郡
部
」
の
趣
向
を
当
世
の
場
面
に
設
定
創
造
す
る
上
に
汲
み
入
れ
ら
れ
て

喧
い
る
の
で
あ
る
。

第

節

「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
つ
い
て

次
に
喜
三
二
の
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
、
喜
三
二
が
こ
の
作
品
を
著
わ
す
上
で

追
随
し
た
春
町
の
「
念
々
先
生
栄
花
夢
」
を
比
較
し
な
が
ら
、
両
作
品
の
構



成
－
登
場
人
物
を
中
心
に
し
て
、
喜
三
二
の
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
お
け
る
技

巧
、
心
配
り
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
構
成
を
見
る
に
、
前
者
に
は

序
が
な
い
が
後
者
に
は
序
が
あ
る
。
序
は
酒
落
本
で
は
あ
る
の
が
普
通
で
あ
っ

た
が
、
黄
表
紙
で
は
一
概
に
ど
ち
ら
と
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
本
文
は
両
者
と
も
に
、
大
き
く
次
の
三
部
に
分
つ
事
が
で
き
る
。

ー
、
夢
を
見
る
迄
の
経
違

2
、
夢

3
、
夢
か
ら
覚
め
て
後

2
の
夢
の
部
分
で
前
者
は
、
夢
の
中
で
叉
夢
を
見
る
と
い
う
複
雑
な
構
成
を
取

っ
て
い
る
が
、
二
応
ま
と
め
て
夢
の
部
分
と
す
る
事
が
で
き
る
。

「
今
は
む
か
し
、
か
た
い
な
か
に
金
む
ら
や
金
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
。
」
と

い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
は
、
「
む
か
し
む
か
し
、
あ

る
と
乙
ろ
に
：
：
：
」
と
い
っ
た
調
子
で
始
ま
る
昔
話
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
れ
か

ら
は
じ
ま
る
物
語
が
自
己
と
は
全
く
別
の
次
元
に
お
い
て
繰
広
げ
ら
れ
る
感
を

読
者
に
与
え
、
そ
の
空
間
的
な
非
現
実
の
世
界
の
中
で
、
そ
の
実
は
当
世
を
描

く
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
乙
れ
は
「
見
徳
一
炊
夢
」
の
書
き
出
し
、
「
む
か
し

／
＼
の
事
な
れ
ば
、
う
そ
か
も
し
ら
ね
ど
、
浅
草
茅
丁
の
溢
に
麓
野
屋
清
右
エ

門
と
て
、
百
万
両
分
限
と
よ
ば
れ
た
る
大
の
は
ら
ふ
く
れ
あ
り
。
」
に
お
い
て

一
層
徹
底
し
て
い
る
。

夢
の
部
分
、
乙
の
部
分
が
最
も
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
金
々
先
生
栄

花
夢
」
は
粟
餅
の
出
来
る
ま
で
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
は
蕎
麦
の
出
来
る
ま
で
の

夢
で
あ
る
。
「
郎
部
」
や
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
は
ど
こ
か
ら
が
夢
な
の
か
は

っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
で
は
「
浅
草
の
並
木
に
、
栄
華

屋
夢
次
郎
と
て
、
部
部
の
枕
を
か
し
て
夢
を
あ
き
な
ふ
も
の
、
こ
の
ご
ろ
新
見

世
び
ら
き
に
て
：
：
：
」
か
ら
既
に
清
太
郎
の
夢
な
の
で
あ
る
が
、
読
者
に
は
わ

か
ら
ぬ
仕
組
で
あ
り
、
夢
商
い
な
ど
の
珍
商
売
を
取
り
入
れ
る
な
ど
喜
三
二
の

工
夫
の
お
も
し
ろ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
で
は
金
兵
衛
一
人
の
夢
で
あ
っ
た
が
、
「
見
徳
一
炊

夢
」
で
は
、
清
太
郎
に
五
十
年
の
栄
華
の
夢
を
見
さ
せ
る
前
に
、
片
井
国
左
エ

円
、
喜
津
井
武
左
エ
門
、
そ
れ
に
国
左
エ
門
の
若
党
と
草
履
取
の
折
内
の
四
人

に
夢
を
買
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
値
段
に
応
じ
て
夢
を
見
さ
せ
て
い
る
。

若
党
は
三
十
弐
文
で
一
時
の
夢
、
船
鎮
頭
の
い
る
船
へ
飛
び
乗
る
拍
子
に
海

へ
落
ち
て
夢
は
覚
め
、
折
内
は
十
六
文
で
芝
居
一
切
の
夢
。
国
左
エ
門
は
四
文

銭
一
本
を
は
ず
ん
で
き
ん
と
し
た
女
郎
を
買
い
、
三
つ
蒲
団
の
上
ま
で
こ
ぎ
つ

け
た
が
、
一
文
な
し
の
彼
「
（
若
い
者
）
『
お
勤
め
が
な
く
ば
、
は
や
く
お
か

へ
り
な
さ
り
ま
せ
。
た
Y
あ
そ
ば
せ
る
女
郎
衆
は
な
い
の
さ
』
。
』
と
冷
た
い
。

乙
れ
は
一
日
の
夢
で
あ
る
。

qdd 

夢
の
中
で
の
金
兵
衛
へ
の
遊
興
は
、
吉
原
・
深
川
口
問
川
の
各
遊
里
で
の
遊

興
で
あ
る
が
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
の
清
太
郎
は
、
更
に
一
段
と
自
由
奔
放
さ
を

増
し
、
そ
の
行
動
範
囲
も
広
い
。
そ
し
て
喜
三
二
は
清
太
郎
の
栄
華
の
五
十
年

を
彼
の
年
令
に
よ
っ
て
区
切
り
、
そ
の
行
動
範
囲
を
京
都
・
大
阪
・
長
崎
と
拡

げ
、
つ
い
に
は
唐
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
。
長
崎
で
出
会
っ
た
唐
人
や
唐
に
渡

っ
て
か
ら
の
唐
の
女
の
こ
と
ば
に
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
や
「
辰
巳
之
国
」

で
深
川
の
遊
里
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
唐
言
を
使
い
、
念
の
い
っ
た
酒
落
方
を
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
此
ほ
か
さ
ま
h
＼
の
お
ご
り
あ
れ
ど
も
、
ま
づ
五
十
年

が
間
の
花
な
り
。
」
「
乙
れ
こ
の
五
十
年
の
花
な
り
。
」
と
千
両
で
買
っ
た
五

十
年
の
栄
華
の
夢
を
強
調
す
べ
く
二
度
ま
で
も
繰
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
夢
さ
め
て
、
／
＼
。
」
と
清
太
郎
の
夢
の
中
の
夢
で
、
更
に
、
「
金
々
先
生

栄
花
夢
」
に
お
い
て
述
べ
よ
う
と
す
る
所
は
、
「
序
」
の
「
浮
世
は
夢
の
如
し
。



歓
を
な
す
ζ
と
い
く
ば
く
ぞ
や
」
「
金
あ
る
も
の
は
金
々
先
生
と
な
り
、
金
な

き
も
の
は
ゆ
ふ
で
く
頓
直
と
な
る
。
」
に
代
表
さ
れ
る
が
、

ζ

の
「
序
」
の
ζ

と
ば
は
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
も
そ
の
ま
ま
通
じ
る
。
つ
ま
り
両
作
品
に
表
わ

さ
れ
て
い
る
の
は
夢
と
金
で
あ
る
。
小
紫
値
一
氏
が
「
黄
表
紙
と
対
象
の
世

界
」
の
中
で
、
「
圧
迫
政
治
の
下
に
置
か
れ
、
固
定
さ
れ
た
武
士
階
級
の
支
配

を
蒙
り
、
且
庶
民
階
級
は
栄
達
の
希
望
も
絶
た
れ
、
そ
し
て
町
人
生
活
の
不
安

を
感
じ
る
と
き
に
、
こ
』
に
被
支
配
階
級
が
自
己
を
中
心
に
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア

を
描
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

然
し
一
般
社
会
が
描
く
白
昼
夢
は
夢
の
様
な
も
の
で
あ
り
、
果
敢
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
覚
め
て
し
ま
え
ば
元
の
姿
で
あ
る
。
殊
に
町
人
の
理
想
と

い
へ
ば
、
西
鶴
以
来
『
金
』
で
あ
っ
た
。
富
裕
、
分
限
と
い
ふ
も
の
で
あ
っ

た
。
現
世
で
は
得
ら
れ
な
い
代
り
に
、
夢
の
中
に
も
、
一
夜
で
も
得
た
い
と
い

ふ
、
町
人
の
理
想
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
国
語
と
国
文
学
）
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
持
に
な
り
楽
し
み
を
尽
く
し
た
い
と
い
う
町
人

の
夢
を
、
喜
三
二
と
森
町
は
夢
に
託
し
て
黄
表
紙
の
世
界
に
描
い
た
の
で
あ

る。
さ
て
、
両
作
品
の
登
場
人
物
の
中
で
、
主
人
公
の
麓
野
屋
清
太
郎
と
金
村
屋

金
兵
衛
を
除
い
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
手
代
の
代
次
と
源
四
郎
で
あ
る
。

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
手
代
源
四
郎
を
そ
の
文
中
に
追
っ
て
み
る
と
、

家
替
を
継
い
だ
後
、
「
い
ま
は
あ
た
ま
も
中
剃
を
髪
の
あ
た
り
ま
で
そ
り
、

か
み
の
毛
を
ば
ね
ず
み
の
尻
尾
く
ら
い
に
し
て
本
多
に
ゆ
い
、
き
も
の
は
黒
羽

二
重
づ
く
め
、
帯
は
び
ろ
う
ど
ま
た
は
博
多
織
、
風
通
も
う
る
」
と
当
世
の
流

行
を
尽
く
す
金
兵
衡
を
、

「
類
は
友
を
も
っ
て
あ
つ
ま
る
な
ら
ひ
に
て
、
手
代
の
源
四
郎
、
た
い
と

持
の
万
八
、
座
頭
の
五
市
な
ぞ
心
を
あ
わ
せ
、
と
』
を
先
途
と
そ
h

な
か

し
け
る
。
」

の
で
あ
り
、
金
々
先
生
と
も
て
は
や
さ
れ
る
金
兵
衛
を
次
か
ら
次
へ
と
そ
h

の

か
し
て
い
く
。

乙
の
頃
の
金
兵
衛
の
出
立
は
「
八
丈
八
端
の
羽
織
・
縞
ち
り
め
ん
の
小
そ

で
、
役
者
染
の
下
着
、
亀
屋
頭
布
に
自
ば
か
り
い
だ
し
、
」
で
あ
る
。

源
四
郎
は
じ
め
、
取
巻
の
連
中
が
表
向
き
だ
け
で
も
ち
や
ほ
や
し
て
い
る
の
は

金
の
あ
る
う
ち
で
、
金
の
な
く
な
っ
た
金
兵
衛
に
は
振
り
向
き
も
せ
ず
、
つ
い

に
は
「
生
ま
れ
つ
き
心
優
」
な
金
兵
衛
を
そ
そ
の
か
し
、
利
用
し
た
挙
句
の
は

て
に
は
追
い
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
、
金
兵
衛
の
運
命
は
こ

の
源
四
郎
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
の
手
代
代
次
は
、
夢
中
の
人
物
で
は
な
く
、
「
清

太
郎
と
同
じ
年
に
て
、
子
ど
も
の
時
か
ら
発
明
な
う
ま
れ
つ
き
に
て
、
清
太
郎

と
し
ご
く
む
つ
ま
じ
く
、
つ
ね
づ
ね
憂
さ
を
も
話
し
合
う
」
清
太
郎
と
同
次
元

の
人
物
で
あ
り
、
主
人
に
対
し
て
は
至
っ
て
忠
義
者
で
あ
る
。
夢
の
中
に
登
場

さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
清
太
郎
の
五
十
年
の
諸
々
の
遊
芸
遊
興
の
部
分
に
は

一
切
登
場
し
な
い
。
乙
の
事
は
金
兵
衛
の
取
巻
に
そ
h

の
か
さ
れ
る
主
体
性
の

な
さ
と
対
照
し
て
、
清
太
郎
自
身
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
事
に
そ
の
効
果
を
狙
い

成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。

~ 24-

以
上
の
よ
う
に
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
で
は
、
手
代

の
取
り
扱
い
上
に
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
で
は
夢
中
の

人
物
で
あ
り
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪
人
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
で
は
夢
に
登
場

さ
せ
て
も
実
在
の
人
物
で
あ
り
主
人
に
忠
実
で
あ
る
。
乙
の
手
代
に
相
当
す
る

登
場
人
物
を
「
郁
郎
」
に
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
車
生
が
王
宮
に
迎
え
ら
れ
、

天
の
濃
撲
の
盃
を
受
け
る
場
面
に
お
け
る
侍
臣
が
一
応
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い

が
、
や
は
り
悶
難
で
あ
る
。
準
主
人
公
と
も
い
う
べ
き
位
置
に
手
代
を
お
さ
め



た
事
は
、
春
町
の
創
作
力
と
い
え
よ
う
。
更
に
喜
三
二
は
春
町
を
承
け
た
と
は

い
え
、
春
町
の
手
代
と
は
性
格
や
役
割
を
異
に
す
る
手
代
を
登
場
さ
せ
、
そ
の

事
に
よ
っ
て
、
「
浮
世
は
夢
の
如
し
。
歓
を
な
す
こ
と
い
く
ば
く
ぞ
や
」
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
る
。

「
見
徳
一
炊
夢
」
は
趣
向
を
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
承
け
て
、
夢
と
金
と

を
取
り
あ
げ
、
夢
の
中
の
出
来
事
と
い
う
無
責
任
な
場
面
設
定
の
も
と
に
、
金

持
に
な
り
楽
し
み
を
き
わ
め
て
み
た
い
と
い
う
町
人
の
夢
を
織
り
込
み
、
読
者

に
主
人
公
と
一
緒
に
は
か
な
い
栄
華
の
夢
を
見
さ
せ
、
或
る
満
足
感
を
味
あ
わ

せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
細
か
い
配
慮
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
ら
し
く
夢
と
金
と

を
強
調
し
て
、
読
者
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
二
章

「
見
徳
一
炊
夢
」
と
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」

次
に
「
見
徳
一
炊
夢
」
と
、
恋
川
春
町
商
作
で
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に

出
版
さ
れ
た
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
と
に
つ
い
て
、
両
作
品
閣
に
如
何
な
る
関

係
或
い
は
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
を
見
て
行
き
た
い
。
こ
の
コ
品
漫
斉
行
脚
日

記
」
は
、
前
に
述
べ
た
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
翌
年
の
発
行
で
あ
り
、
喜
三

二
の
「
見
徳
一
炊
夢
」
創
作
に
際
し
て
疑
い
な
く
彼
の
意
識
下
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
は
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
の
清
太
郎
の
放
蕩
振
り
と
「
高
漫
斉
行
脚

日
記
」
の
天
狗
に
し
け
こ
ま
れ
た
者
た
ち
の
行
動
を
思
い
合
わ
せ
て
み
る
と
面

白
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
を
見
る
と
、
法
外
は
俳
諮
師
範
寓
屋
の
高
弟
と

い
う
設
定
で
あ
り
、
村
田
自
休
は
茶
の
宗
匠
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
金
も
う
け

の
手
段
と
し
て
、
俳
譜
・
茶
・
花
等
を
利
用
し
、
法
外
・
自
休
と
同
じ
く
天
狗

に
し
け
こ
ま
れ
た
者
た
ち
は
諸
々
の
遊
興
に
ふ
け
る
。

一
方
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
お
け
る
清
太
郎
も
又
、
自
分
の
気
の
向
く
ま
ま
に

江
戸
狂
言
を
、
大
坂
で
見
た
り
、
名
筆
の
書
商
を
あ
つ
め
、
書
附
の
あ
と
に

は
、
俳
名
を
芦
清
と
つ
け
て
俳
諮
を
や
り
、
素
人
狂
言
に
熱
中
し
、
能
を
催

す
。
果
て
は
茶
の
湯
に
凝
り
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
に
お
い
て
、
金
兵
衛
が
審
り
を
尽
く
し
、
楽
し
み
を

極
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
遊
女
通
い
に
代
表
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
そ
の

遊
び
は
単
に
遊
里
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
ず
、
俳
譜
・
書
商
・
狂
言
・
乱

舞
土
余
等
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
の
所
は
、
喜
三
二
が
巧
み
に
当

世
を
取
り
入
れ
た
所
で
も
あ
り
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
が
「
一
品
漫
斉
行
脚
日
記
」

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
他
に
も
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
で
、
金
に
あ
か
し
て
書
画
を
は
じ
め
れ
ば
名

筆
の
書
画
を
集
め
、
芝
居
で
は
そ
の
衣
裳
に
凝
り
、
茶
中
令
す
れ
ば
高
価
な
茶
道

具
を
集
め
る
方
に
一
生
懸
命
で
あ
る
、
乙
の
と
こ
ろ
は
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」

の
、
生
花
を
す
れ
ば
生
花
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
名
の
あ
る
花
器
や
季
節
は

ず
れ
の
花
を
珍
重
し
て
高
い
金
を
か
け
、
蹴
鞠
を
し
て
は
う
ま
く
な
ら
な
い
う

ち
か
ら
、
そ
の
衣
裳
に
金
銀
を
費
す
、
と
い
う
所
と
同
じ
で
あ
る
。

ハ
／
作

叉
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
し
て
も
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
に
し
て
も
、
す
べ

て
金
に
あ
か
せ
て
の
遊
興
で
あ
る
。
清
太
郎
は
会
計
役
ま
で
も
引
き
連
れ
て
、

出
費
は
印
を
捺
す
だ
け
、
金
を
使
い
放
題
に
使
っ
て
終
に
百
万
一
向
の
借
金
を
つ

く
る
の
で
あ
る
。
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
の
山
川
白
左
衛
門
・
相
生
松
之
介
・
変

手
古
庵
ら
は
、
遊
里
で
遊
ぶ
金
に
事
欠
い
て
、
景
都
・
清
都
と
い
う
、
勾
当
の
弟

子
か
ら
三
百
両
の
金
を
借
り
た
。
そ
し
て
金
の
返
却
日
に
な
り
、
し
ば
し
ば
催

促
さ
れ
て
も
返
せ
な
い
の
で
、
訴
え
ら
れ
、
大
小
衣
類
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
追

い
払
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
乙
の
場
面
の
品
加
を
「
見
徳
一
炊
夢
」
の
次

の
部
分
に
見
る
乙
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
清
太
郎
の
百
万
両
の
借
金
を
取
り
立



て
に
、
手
代
の
代
次
の
代
に
な
っ
た
麓
野
屋
へ
債
主
が
や
っ
て
来
る
。
偶
偶
そ

こ
に
帰
り
合
わ
せ
た
清
太
郎
は
、
百
万
両
の
身
代
を
た
た
ん
で
代
次
と
共
に
出

家
す
る
で
で
あ
る
。

両
作
品
と
も
、
額
の
多
少
の
相
違
は
あ
る
に
し
ろ
、
賛
を
尽
く
し
た
遊
興
の
末

に
借
金
が
残
り
、
取
り
立
て
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
還
っ
た
境
遇
に
陥
る
事

に
か
わ
り
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
お
い
て
、
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
か

ら
の
影
響
も
、
清
太
郎
の
遊
蕩
振
り
の
中
に
或
い
は
ま
た
借
金
を
も
っ
て
来
た

所
に
、
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、
調
刺
的
な
方
向
を

持
つ
と
い
わ
れ
る
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
か
ら
の
流
れ
を
感
じ
る
事
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
か
ら
の
影
響
が
「
見
徳
一
炊
夢
」
を
よ
り
複
雑

な
、
奥
行
き
の
あ
る
面
白
い
作
品
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

結

論

「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
は
、
一
炊
の
ま
ど
ろ
み
の
内
に
人
生
の
楽
し
み
を
尽

く
し
、
夢
か
ら
覚
め
た
後
悟
り
を
開
く
と
い
う
「
郎
部
」
に
拠
っ
て
い
る
が
、

慮
生
の
求
道
心
不
｝
町
人
の
金
を
求
め
る
心
に
置
き
換
え
、
全
体
の
構
想
を
当
世

に
置
き
換
え
て
、
現
実
を
戯
画
化
し
た
の
で
あ
り
、
「
辰
巳
之
園
」
か
ら
、
主

人
公
の
半
可
通
的
な
一
言
動
の
滑
稽
さ
や
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
説
明
書
き

の
中
に
も
、
そ
の
酒
落
本
的
気
分
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
一
方
「
見
徳
一
炊

夢
」
も
又
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
同
じ
く
直
接
、
間
接
に
「
郎
郁
」
「
辰

巳
之
園
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
「
見
徳
一
炊
夢
」
に
お
け
る
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
影
響
を
見
る
に

1
、
夢
と
金
を
、
即
ち
通
人
と
し
て
金
に
あ
か
ぜ
で
の
遊
里
耽
溺
と
い
う
町

人
の
夢
を
、
そ
の
根
底
に
描
い
て
い
る
と
い
う
事
。

2
、
こ
の
夢
と
金
と
を
描
く
た
め
に
、
部
部
の
夢
の
趣
向
を
借
り
た
事
。

3
、
主
人
公
は
願
い
を
叶
え
ら
れ
る
が
、
終
始
、
半
可
通
的
な
滑
稽
を
伴
つ

て
描
か
れ
て
い
る
事
。

4
、
「
郎
部
」
に
は
登
場
し
な
い
手
代
を
、
準
主
人
公
的
位
置
に
取
り
扱
つ

て
い
る
事
。

以
上
右
に
あ
げ
た
四
点
を
指
摘
す
る
ζ
と
が
で
き
る
。
な
お
其
の
上
、
喜
三
二

に
一
見
何
気
な
い
中
に
彼
の
細
か
い
計
算
と
配
置
と
を
次
の
如
く
見
せ
て
い

る。
ー
、
夢
の
中
の
夢
と
い
う
二
重
設
定
に
よ
っ
て
、
構
成
を
複
雑
に
す
る
と
共

に
、
内
容
の
奔
放
さ
を
増
し
て
い
る
。

2
、
楽
し
み
を
撮
め
る
の
を
遊
里
の
み
に
限
ら
ず
、
諸
国
、
諸
芸
に
求
め
て

い
る
。

3
、
夢
と
金
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、

ィ
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
と
は
異
な
っ
た
手
代
の
取
り
扱
い
を
し
て
い

る。
口
、
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
で
は
、
主
人
公
は
次
第
に
衰
え
て
行
く
の
に

対
し
、
春
り
を
尽
く
し
た
後
の
代
償
と
し
て
思
い
も
か
け
ぬ
多
額
の
借

金
を
取
り
立
て
さ
せ
て
い
る
。
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と
い
う
如
く
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
、
右
に
挙
げ
た
、
喜
三
二
の
配
慮
の
中
で

ωと
ωの
同
に
該
当

す
る
部
分
は
、
そ
の
内
容
を
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
、
室
岡

か
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
主
人
公
の
放
蕩
の
中
に
、
当
時
の
世
相
が
窺

わ
れ
、
「
調
刺
的
な
方
向
そ
と
る
こ
と
を
早
く
も
示
し
た
作
」
と
し
て
の
「
高

漫
斉
行
脚
日
記
」
か
ら
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
見

徳
一
炊
夢
」
は
、
「
高
漫
芥
行
脚
日
記
」
か
ら
の
影
響
も
受
け
て
い
る
の
で
あ



る
。
今
ま
で
に
「
見
徳
一
炊
夢
」
は
「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
か
ら
の
影
響
の
み

が
説
か
れ
て
い
た
が
、
私
は
「
高
漫
斉
行
脚
日
記
」
か
ら
の
影
響
が
多
大
で
あ
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結

び

lま

じ

め

て
研
究
の
動
機
と
目
的

国
東
地
方
は
、
半
島
で
一
地
方
を
形
成
し
、
他
地
区
と
の
交
流
も
少
な
く
、

大
分
方
言
の
な
か
で
も
独
特
な
形
が
、
数
多
く
み
ら
れ
る
。
安
岐
町
は
、
筆
者

の
母
の
出
身
地
で
、
現
在
祖
父
母
が
健
在
で
、
幼
い
頃
か
ら
な
じ
み
の
深
い
土

地
で
あ
る
。
未
知
の
土
地
よ
り
は
正
確
な
調
査
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
し
、
熟
知

の
土
地
よ
り
も
新
鮮
な
日
が
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
以
上
の
点
か


